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携帯電話位置情報データを用いると， 

  災害時にどのような情報を得られるか？ 

  メッシュ混雑度 （どこに人がいるか？） 
 

  詳細移動情報 （避難行動の経路・速度など） 
 

 ＋ “日常行動パターン”からの乖離 

  ≫ どのような行動パターンへの被災が， 

  ≫ どれだけ長く継続したか？ 

本研究の概要 



時間軸の視点からみた，携帯電話位置情報 
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災害時には， 

「日常行動パターンから，どれだけ乖離しているか？」 

を，定量的に把握することが可能 

 災害の規模・影響を定量的に読み取る 
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利用する携帯電話位置情報データ 
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ゼンリンデータコム社の「混雑統計®」 

– NTTドコモが提供する「ドコモ地図ナビ」の 

   オートGPS機能による位置情報データ 

– 利用許諾を得た約50 - 70万人分のデータ 

– 位置情報を最短5分ごとに取得 
 

分析対象 

– 2015/4 ~ 6（発災前），2016/4 ~ 6（震災時） 

– 熊本県に主拠点・副拠点があり， 

  副拠点に30h/月以上滞在しているユーザー 

 （自宅位置 ≠ 勤務地位置であるユーザーのみ抽出） 

  約3,000人で，地震時の大きなサンプル減はない 

本研究で利用するデータ 



本研究向けに作成・取得したデータの概要 
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「行動状態」の定義・分解 
 

– 滞在 -- 15分以上 半径300mの同心円内に留まる 

• 主拠点 -- 滞在した日数が最も多い半径300m円 

• 副拠点 -- 滞在した日数が2番目に多い半径300m円 

• その他 

– 移動中 -- 滞在以外の状態 

 

提供を受けたデータ 

– 期間中の毎時00分の，行動状態4種の集計ユーザー数 

 ※ NTTドコモが非特定化・集計・秘匿化処理によって， 

   個人を特定できないよう処理したデータ 

本研究で利用するデータ 



行動状態構成比の時間変動（2015, 平日平均） 
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行動状態の大半が，主・副拠点での滞在 

通常時は，概ね直感通りの周期的変動が得られる 

主拠点滞在 
 ≒自宅 

移動中 

副拠点滞在 
 ≒勤務地 

その他滞在 

「混雑統計® 」 

 ©ZENRIN DataCom CO., Ltd. 

本研究で利用するデータ 



「災害の影響」の抽出方法 
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観測された行動状態構成比の時間変動(時刻別) 

 

   通常時の規則的な変動(統計モデル) 

 [分解]   曜日、月周期(月始月末、5,10日)、    

        祝日、2016年5月、6月 

 

        残差  災害による影響が含まれる 

「災害の影響」の抽出方法 



熊本県における 残差絶対値の推移 
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 熊本地震発災後に，乖離が大きい期間が10日ほど継続． 

「混雑統計® 」 

 ©ZENRIN DataCom CO., Ltd. 

残差の抽出結果： 熊本地震の影響 



熊本県における 主拠点滞在の残差推移 
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昼間（外出できず，自宅にいた）最大15％、10日間 

夜間（自宅滞在できず，避難した）最大12%、8日間 

昼14時の残差 

深夜4時の残差 

「混雑統計® 」 

 ©ZENRIN DataCom CO., Ltd. 

残差の抽出結果： 熊本地震の影響 



熊本県における 副拠点滞在の残差推移 
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– 昼間の副拠点滞在が減少（業務行動ができなかった） 

– 最大12％の乖離があり、9日間継続した． 

昼14時の残差 

深夜4時の残差 

「混雑統計® 」 

 ©ZENRIN DataCom CO., Ltd. 

残差の抽出結果： 熊本地震の影響 



移動パターンの視点からの熊本地震の被害 
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（残差 × 人口規模で，被災者数を概算） 

 

主拠点（自宅）に夜間滞在できない被害： 

 最大20万人で，8日間5万人以上が継続 

 

主拠点（自宅）から昼間に外出できない被害： 

 最大26万人で，10日間5万人以上が継続 

   “自宅被害”とは別の，行動変化・経済的損失 

残差の抽出結果： 熊本地震の影響 



避難者数 vs. 深夜主拠点に滞在できなかった数 
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– 数量オーダーと推移は，概ね一致している． 

– 4/17で大きく乖離．（避難所・自宅以外での滞在？） 

避難者数（AM9時時点）/ 熊本県人口 
 -- 災害対策本部発表 

深夜4時の主拠点滞在率 乖離 
 -- 混雑統計®より算出 

「混雑統計® 」 

 ©ZENRIN DataCom CO., Ltd. 

残差の抽出結果： 熊本地震の影響 



まとめ 
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 「災害による日常行動への影響」 

    を観測する方法を提案 

– 携帯電話GPS位置情報から得られる， 

   月間で滞在日数の多い2ヶ所に着目 

– それぞれの滞在構成率の時間変化から導出   

 

熊本地震に適用： 

 ≫ 自宅・勤務地滞在に対する影響の 

    大きさと，その回復過程がわかる 

 ≫ 夜間の自宅滞在乖離の推移は，概ね避難者数に一致 

まとめ 



本研究で作成した災害情報の特徴と発展性 
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元データはリアルタイムに取得している 

  即時に避難者数（＋その場所）を割り出し， 

    災害時の支援・復旧活動に活用できる可能性 

 

“回復過程”を定量的に把握することができる 

  “レジリエンス”の議論を定量的に展開する基準になる？ 

 ex. どのような条件の場所では，回復が早かったか？ 
 

物理的な被害に依らない間接的な影響も含まれる 

  サプライチェーン等， 

   ”災害の伝播”の影響を部分的に観測可能 

まとめ 



本資料での引用文献・利用データ 
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利用データ 

– 避難者数情報：熊本県災害対策本部: 平成28 年熊本地震に係る被害状況等について（第72 報）,  

  (http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_15459.html, last access: 2016/7/25). 
 

– 携帯電話位置情報： 混雑統計®データ 

 「混雑統計®」データは，NTTドコモが提供する「ドコモ地図ナビ」サービスの オートGPS機
 能利用者より，許諾を得た上で送信される携帯電話の位置情報を，NTTドコモが総体的かつ統
 計的に加工を行ったデータ．位置情報は最短5分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）で
 あり，性別・年齢等の個人を特定する情報は含まれない． 

 


